
酸化グラフェン
次世代ナノカーボン材料

機能性
材料

Graphene Oxide(GO)

本品は、岡山大学の仁科教授らが研究開発に取り組んでいる酸化グラフェンです。
独自の製法で開発しているため市場に流通している酸化グラフェンよりも単層かつ
平均サイズが小さい高品質な酸化グラフェンです。

外観写真(粉末)

特長

酸素含有量が高い

平均サイズ：1 μm

不純物金属：Mn<1%, K<1%保証

粉末は、水だけでなく極性溶媒*にも分散可能
＊：PC（Propylene Carbonate）、NMP（1-Methyl-2-pyrrolidone）など

・有機合成触媒¹⁾  ・高分子(グラフト化材料)²⁾ ・分離膜³⁾  ・燃料電池触媒
・バイオセンサ ・電気二重層キャパシタ ・LiB電極など

コードNo. 品名 容量 希望納入価格(円）

357-46361
Graphene Oxide, Powder

100 mg 15,000

353-46363 500 mg 55,000

354-46371

Graphene Oxide Dispersion in water(10 mg/mL)

5 mL 7,500

352-46372 25 mL 23,000

350-46373 100 mL 77,000

製品一覧

ご要望によっては、上記の製品以外に他の溶剤分散や化学修飾等のカスタム対応も可能です。
当社営業または代理店にお問い合わせください。

用途

酸化グラフェンAFM画像
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酸化グラフェン分析例

当社品 他社品

当社品は、他社品よりも多層や重なりが少ないため、自立膜を形成させるのに優れています。

減圧ろ過した自立膜自然乾燥した自立膜

酸化グラフェンSEM画像比較

酸化グラフェン用途例(分離膜)


